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INFORMATION 

　JQAのホームページでもご紹介しておりましたが、国土交通省が経営事項審査＊1の改正内容をまとめ発表しました。
改正の目的は、ペーパーカンパニー対策などの評価の適正化と、虚偽申請防止対策を強化し運用面の改善を図ることに
あります。 改正の主な内容は以下の4項目です。
 （１）技術者に必要な雇用期間を明確化、（２）完成工事高の評点テーブルの情報修正、（３）再生企業に対する減点
措置、（４）社会性等（W点）の評価項目の追加（建機の保有状況とISO認証取得状況に加点）で、施行は平成23年
4月1日です。
　ISO認証の取得についての改正理由は、現在ISOの認証が多くの都道府県等において発注者別評価点で評価されて
おり、経営事項審査に追加することにより、受発注者双方の事務の重複と負担の軽減に寄与することが可能であると
判断されたためです。以下の総合評価点の計算式のW点において、ISO 9001、ISO 14001の認証取得に対して、それ
ぞれ5点（両方で10点）加点することです。

なお、評価対象となる条件は、以下の通りです。
・公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）またはJABと相互認証している認定機関の認定を受けている認証機関が
認証したISO 9001、ISO 14001であること。

以下の場合は対象になりません。
・認証範囲に建設業が含まれていない場合
・会社単位でなく、特定の事業所単位の認証の場合
（認証対象に建設業法による建設業の許可を取っている事業所すべてを含むか、建設業の許可を取っているすべての
事業所について、別々の認証を取っていることが求められています。）
ISO 9001およびISO 14001の新規認証および登録活動範囲の拡大等のご相談、お問合せは、JQA事業推進担当者
までお気軽にどうぞ。

■ 用語解説
＊1 経営事項審査 

経営事項審査（略称：経審（けいしん））とは、建設業者の経営に関する客観的事項の審査のことで、
建設業者が公共事業の発注者である国土交通大臣や都道府県知事から直接請け負う際に行われるも
のです。公共事業を受注する条件は官庁や自治体によって異なりますが、経審は客観的な評価として
入札者の序列を決定する資料の中核をなしています。つまり、経審で高い評点をとることは公共事業の
受注に関してより有利な条件を得るための第一歩になります。また、経審の審査結果は一般にも公開
されるため、民間工事でも依頼業者選びの客観的な判断材料となることもあるようです。

《参考》 国土交通省ホームページ：
国土交通省から経審の改正に関する報道発表が行われたのは2010年10月15日です。発表全体については、以下のリンク集をご利用ください。

【報道発表資料】 http://www.mlit.go.jp/report/press/sogo13_hh_000088.html
【資料】経営事項審査の審査基準の改正（PDF） http://www.mlit.go.jp/common/000126124.pdf
【資料】経営事項審査の虚偽申請防止の強化（PDF） http://www.mlit.go.jp/common/000126125.pdf
【資料】入札契約制度の更なる改善（平成22年3月16日国土交通大臣発表資料）（PDF） http://www.mlit.go.jp/common/000126126.pdf

建設業におけるISO認証と経営事項審査（国土交通省の発表から）

■本件に関するお問合せ先
マネジメントシステム部門
企画・推進センター　事業推進部
電話： 03-6212-9654 
Mail ： msmember@jqa.jp

[総合評価点] P=0.25・X1＋0.15・X2＋0.2・Y＋0.25・Z＋0.15・W
(X1) : 工事種類別年間平均完成工事高評点、 (X2) : 自己資本額および利益額に関する評点
(Y) : 経営状況分析評点、 (Y) : 技術職員および元請完成工事高に関する評点
(W) : その他審査項目（社会性）に関する評点 

また、以下に2010年4月から12月の間に寄せられたアンケートの回答9,768件の集計結果をご報告します。今後もアンケー
トでいただいた貴重なご意見・ご要望をもとに、審査技術とサービス全般のさらなる改善に努めてまいりますので、引き続
き審査アンケートへのご協力よろしくお願い申し上げます。

審 査 ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら

ウェブ化スタート。
3ヶ月の速報値をお知らせします。

■本件に関するお問合せ先
マネジメントシステム部門 企画・推進センター　品質推進室　TEL： 03-6212-9648　Mail： ms-cs-survey@jqa.jp

今回の審査は、総合的に
ご満足いただけたでしょうか？

審査員によって規格の解釈に
相違がありましたか？

審査前の審査員との連絡、分かりやすい
説明、説明を聞く態度などコミュニケー
ション全般としていかがでしたか？

審査員の審査態度はいかがでしたか？ 時間は守られましたか？

指摘内容、コメントは貴社のマネジメント
システムの向上にとって有益でしたか？

審査は貴社の業態に沿った適切な
内容でしたか？
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データ集計の結果、7項目の質問す
べてについて、高い評価をいただ
きました。

審査アンケートデータ集計

集計期間：2010 年 1月から12 月
回答件数：9,768 件

集計期間：2010 年 1月から3月
回答件数：1,934 件

お客さまのご意見を迅速に集計し、審査の向上につなげていくため、2011 年 1月から審査アンケートをウェブで回答いただ
く方式に切り換えました。ここでは、2011 年 1月から 3月までのお客さまのご意見の速報値をご紹介します。
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貴組織の自主性・自立性が配慮されていた
今後のISO活動の動機付けになった

改善や課題解決に繋がった
貴組織の業務の流れに沿って現場の審査をしていた

貴組織との双方向のコミュニケーションがとれていた
事業の業態、規模を認識した審査だった

経営に役立つところがあった
規格の解釈に相違があった
現場をよくみていなかった

貴組織の現状にあわない、べき論で行われた
形式的で役に立たなかった

審査が細かすぎて役に立たなかった
審査が高圧的に行われた
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今回の審査内容は、総合的にご満足
いただけたでしょうか?

審査内容について次にあてはまる項目がありましたらチェックをお願いします
（複数選択）Q1 Q2




